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存在する[Sellek, 1980; Schlapp et al., 1990, Macmillan and 



































































     太陽活動依存性を取り除く際に、太陽黒点数を用いているが、これでは2009
年のような無黒点日が多い静穏期には適用が困難となる。 
  地磁気静穏日の同定方法(ある月の中で最も静穏な日を5日間、選択) 

















    地磁気データ(1時間値、1950年以降のデータ)：京大WDC 
  地磁気指数(Kp指数、1932年-2010年) ：京大WDC 
  太陽F10.7フラックス(1947年-2010年) ：NGDC/NOAA 
  熱圏下部中性風(1日平均値) ：京大RISH 
2.2 地磁気静穏日とSq振幅の同定方法 
 ○地磁気静穏日： Kp指数の一日の総和が24以下 
  ○ Sq振幅：一日の変化の最大と最小の差 








GUA (13.59N, 144.87E) 
TRD (8.48N, 76.95E)  
AAE (9.03N, 38.77E) 
太陽F10.7フラックス 








上段：AAE (9.03N, 38.77E) 
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HER (-34.42N, 19.23E) 
FRD (38.20N, 282.63E)  
API (-13.81N, 188.23E) 
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3. 解析結果 
3.3 地磁気日変化の長期変化(太陽活動成分を除去) 
SJG (18.11N, 293.85E) 
KAK (36.23N, 140.19E)  























[Elias et al., 2010] 
Apia 0.041±0.0025 0.08±0.01 
Fredericksburg 0.057±0.0019 0.048±0.008 
Hermanus 0.109±0.0021 0.076±0.006 
1960-2001年までの期間におけるSq振幅の年変化の割合 
○基本的にこの3観測点について見れば、Sq振幅が年々増加傾
向にある結果は、Elias et al. [2010]の結果と一致している。 
 ただし、本解析でその変化の割合が異なるのは、以下のように解
析手法を厳密化した点である。 
  (1) 地磁気静穏日変化の具体化(ΣKp<24、データ量の増加) 















































































































































































   今後の検討課題 
1960-2002 
5. まとめと結論 
1．1960年から2001年までの期間における55の地磁気観測点のデータを
用いて、地磁気静穏日変化(Sq)の振幅の長期トレンドの解析を行っ
た。その結果、以下のような結果が得られた 
2．全ての観測点の示すSq振幅の長期変動は、強い太陽活動依存性が
あり、太陽放射フラックス(F10.7)にほぼ線型的に比例する。 
3．Sqの振幅は、全球的にみて年々増加傾向にあるが、ヨーロッパ地域や
インド地域では、減尐を示す観測点が多く存在する。 
 これは、IUGONETがカバーする多点の観測データを用いることによっ
て新たに明らかにした事項である。 
 その年変動の1年あたりの変化率は、0.1-0.2 [nT/yr]に集中するが、大
きいもので0.4 [nT/yr]に達する。 
4．Sq振幅の経年変化は、主磁場の経年変化とは逆となっており、主とし
て主磁場の変化がSq場の振幅を制御している。 
  ヨーロッパ地域など、主磁場の増加がみられるところでは、Sq振幅の
経年変化は、減尐傾向を示す場合が多い。 
6. 今後の方針 
1．使用できる全ての地磁気観測点のデータを用い、全球的なSq振幅の
年変動の傾向を明らかにする。 
2．電離圏電気伝導度と用いて、地磁気永年変化に伴う電離圏伝導度の
増加の寄与を取り除いて、それ以外の成分を抜出し、地球環境変動
に伴う超高層大気の変動成分を明らかにする 
3．熱圏風との比較解析やSqの短期変動の機構も明らかにする 
